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の大きさは，標準サイズ，標準の容積の 1.5 倍，0.8 倍のサイズの 3 種類である．標準
サイズとは，スピーカーユニットのメーカー推奨のサイズのことで，高さ 243mm，横
121mm，奥行き 179mm である．箱の奥行きを変えることで容積を調整する．なお，
ユニットは，FOSTEX FE103 を使用した． 
 完成したスピーカーの外観を図 1，2 に示す． 
         












2) マイクロホンとスピーカーの距離は 1.5m とする． 
測定用信号には TSP 信号を使用する． 
3) 1 つのスピーカーにつき，2 回の測定をする． 
4) 波形編集ソフトである audacity を使い，スペクトラム表示をすることで音を解析
する． 
 





ーの 1 回目，2 回目の測定結果である．同様に，図 6,7 は標準サイズの 1.5 倍のサイ





図 4 1 回目の測定 




<標準の 1.5 倍のサイズ> 
 
図 6 1 回目の測定 
 
 






 <標準の 0.8 倍のサイズ> 
 
図 8 1 回目の測定 
 
 
図 9 2 回目の測定 
 
5. 考察 
図 4,5 と図 6,7,8,9 より 23000Hz～24000Hz の間で図 4,5 ではいったん下がってまた
上がっているが，図 6,7,8,9 では、下がり続けている．その点で音の変化がみられる．
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